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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期
第２四半期
連結累計期間

第35期
第２四半期
連結累計期間

第34期
第２四半期
連結会計期間

第35期
第２四半期
連結会計期間

第34期

会計期間

自平成21年
９月１日
至平成22年
２月28日

自平成22年
９月１日
至平成23年
２月28日

自平成21年
12月１日
至平成22年
２月28日

自平成22年
12月１日
至平成23年
２月28日

自平成21年
９月１日
至平成22年
８月31日

売上高（千円） 8,728,4066,910,3315,043,8364,014,22816,648,794

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
100,762 499,788 384,266 474,444△1,570,096

四半期純利益又は当期純損失

（△）（千円）
35,586 191,854 214,074 486,412△2,910,628

純資産額（千円） － － 14,405,93911,651,59511,459,575

総資産額（千円） － － 22,115,40918,596,79019,141,909

１株当たり純資産額（円） － － 1,404.271,135.791,117.07

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり当期純損失金額（△）

（円）

3.46 18.70 20.86 47.41 △283.72

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 65.1 62.7 59.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
689,013△38,136 － － 1,529,139

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
26,786 171,295 － － △2,842,189

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△219,773△819,892 － － 16,674

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 5,905,0223,427,3544,114,088

従業員数（人） － － 315 260 297

　(注)　１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３. 第34期第２四半期連結累計（会計）期間及び第35期第２四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。また、第34期の

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年２月28日現在

従業員数（人） 260 (820)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第２四半期連結会計期間における平均雇用人員を外数で

記載しております。

 　　　

(2）提出会社の状況

 平成23年２月28日現在

従業員数（人） 234 (782)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第２四半期会計期間における平均雇用人員を外数で記載

しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

(1）仕入実績

　当第２四半期連結会計期間における事業及び主要品目別の仕入実績を示すと、次のとおりであります。

区分

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

金額(千円)
前年同四半期比
（％）

小売

事業

ファッション雑貨類 533,481 67.6

インテリア雑貨類 201,223 98.4

生活家庭雑貨類 232,113 91.2

ホビー・文具類 489,697 67.5

イベント・その他 77,291 97.5

 小計 1,533,806 74.7

卸売

事業

フランチャイズ店卸売部門 － －

小売業者卸売部門 104,804 111.1

 小計 104,804 111.1

合計 1,638,610 76.3

　（注）１．仕入高は、仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

EDINET提出書類

株式会社雑貨屋ブルドッグ(E03438)

四半期報告書

 4/29



(2）販売実績

①　部門別販売実績

　当第２四半期連結会計期間における事業及び主要品目別の販売実績を示すと、次のとおりであります。

区分

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

金額(千円)
前年同四半期比
（％）

小売

事業

ファッション雑貨類 1,395,831 76.7

インテリア雑貨類 410,812 80.8

生活家庭雑貨類 491,613 82.0

ホビー・文具類 1,307,655 80.9

イベント・その他 247,040 80.4

 小計 3,852,953 79.4

卸売

事業

フランチャイズ店卸売部門 571 130.1

小売業者卸売部門 160,703 84.0

 小計 161,275 84.1

合計 4,014,228 79.6

　（注）１．当社グループの売上高は、クリスマス・年末年始を迎える第２四半期連結会計期間に需要が高まるため、通

常、第２四半期連結会計期間の売上高が他の四半期連結会計期間における売上高に比べて高くなる傾向にあ

ります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．相手先別の販売実績については、当社グループは一般消費者への直接小売事業が主であり、卸売事業の取引

相手先についてはいずれも売上高が全体の100分の10未満のため、記載いたしておりません。
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②　地域別販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を地域別に示すと、次のとおりであります。

 
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

地域別（県別） 店舗数 売上高（千円）
構成比
（％）

北海道 4 59,377 1.5

青森県 2 12,146 0.3

岩手県 2 38,605 1.0

宮城県 2 41,264 1.0

秋田県 2 32,339 0.8

山形県 6 121,340 3.0

福島県 8 151,071 3.8

茨城県 10 195,951 4.9

栃木県 8 132,016 3.3

群馬県 8 132,560 3.3

埼玉県 8 125,343 3.1

千葉県 5 72,202 1.8

東京都 3 46,424 1.2

神奈川県 2 28,135 0.7

新潟県 6 89,701 2.2

富山県 2 22,583 0.6

石川県 3 31,650 0.8

福井県 4 74,620 1.9

山梨県 4 70,272 1.7

長野県 7 133,136 3.3

岐阜県 6 60,592 1.5

静岡県 22 412,279 10.3

愛知県 15 261,992 6.5

三重県 5 89,732 2.2

滋賀県 5 81,446 2.0

大阪府 1 19,868 0.5
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当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

地域別（県別） 店舗数 売上高（千円）
構成比
（％）

兵庫県 5 64,635 1.6

奈良県 3 35,201 0.9

和歌山県 3 49,352 1.2

島根県 0 4,341 0.1

岡山県 4 73,805 1.8

広島県 4 62,366 1.6

山口県 7 124,591 3.1

徳島県 2 48,031 1.2

香川県 2 27,084 0.7

愛媛県 2 40,084 1.0

高知県 2 54,669 1.4

福岡県 12 176,672 4.4

佐賀県 4 50,654 1.3

長崎県 4 89,359 2.2

熊本県 8 128,284 3.2

大分県 7 114,999 2.9

宮崎県 3 64,133 1.6

鹿児島県 4 87,604 2.2

沖縄県 1 20,425 0.5

小売事業小計 227 3,852,953 96.0

卸売事業小計 1 161,275 4.0

合計 228 4,014,228100.0

（注）島根県の店舗については、平成23年1月10日付で閉店しております。　

　小売事業の１㎡当たり売上高、従業員１人当たり売上高は、次のとおりであります。

 
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

売場面積（㎡）（期中平均） 121,093.50

１㎡当たり売上高（千円） 33

従業員数（人）（期中平均） 1,056

１人当たり売上高（千円） 3,645

　（注）従業員数は、正社員及びパート従業員を含めた期中平均人員であります。
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２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

(1）業績の状況　

当第２四半期連結会計期間は、第１四半期連結会計期間に続き、前連結会計年度に実施した企業基盤の再構築を

行った成果が現れております。

当社グループの第２四半期連結会計期間の売上高は、4,014百万円（前年同期比20.4％減）となり、当初計画の業績

予想を超える水準で推移いたしております。商品政策としましてはＰＢ商品（プライベートブランド商品）比率の向

上を図り、ＰＢ商品比率は前年同期比で12.8ポイント上昇し、値入の改善が進みました。その結果、売上総利益率では

前年同期比3.7ポイント上昇いたしました。経費においては、当期に入り実施した経費削減の効果もあり、販売費及び

一般管理費は1,558百万円（前年同期比25.4％減）となりました。

新規店舗は１店舗を出店し、前連結会計年度より予定しておりました不採算店舗３店舗を閉鎖いたしました。その

結果、当第２四半期連結会計期間末の直営店舗数は227店舗となりました。

以上のような結果、当第２四半期連結会計期間の営業利益は522百万円（前年同期比53.7％増）となり、経常利益は

474百万円（前年同期比23.5％増）となりました。

さらに、法人税等合計△10百万円を調整した結果、四半期純利益は486百万円（前年同期比127.2％増）となりまし

た。

　

(2)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、第１四半期連結会計

期間末に比べ112百万円増加し、3,427百万円となりました。 

　当第２四半期連結会計期間末における各活動によるキャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、478百万円（前年同期比41.3％減）となりました。これは主に、税金等調整前四半期

純利益476百万円、減価償却費67百万円、たな卸資産の減少353百万円に対し、仕入債務の減少501百万円等があったこ

とによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は、44百万円（前年同期は9百万円の支出）となりました。これは主に、敷金及び保証金

の回収による収入59百万円に対し、固定資産の取得による支出２百万円等があったことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は、409百万円（前年同期比334.8％増）となりました。これは、長期借入金の返済によ

るものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動　　

　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画しておりました設備計画の完了のほかには

主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　①主要な設備計画の変更

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備計画についての重

要な変更はありません。

　

　②重要な設備計画の完了

前四半期連結会計期間末に計画していた設備計画のうち、当第２四半期連結会計期間に完了したものは、次の

とおりであります。

　　提出会社

No
事業所名
（所在地）

設備の内容
投資額
（千円）

着手及び完了年月 増床面積
（㎡）着手 完了

1
 キッズマミー入間店

（埼玉県入間市）
 店舗 984平成22年12月 平成23年１月 264.00

合計 984  － － 264.00
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 31,418,400

計 31,418,400

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年４月13日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協

会名
内容

普通株式 10,260,500 10,260,500

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 10,260,500 10,260,500 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額（千円）

資本準備金残高
（千円）

　平成22年12月１日～

平成23年２月28日
― 10,260,500 ― 2,066,567 ― 2,432,864
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（６）【大株主の状況】

 平成23年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

内山　恭昭  浜松市中区 3,298 32.10

内山　聖人  浜松市東区 663 6.50

内山　多希子  浜松市中区 390 3.80

内山　司世  浜松市中区 390 3.80

内山　栄司  浜松市中区 390 3.80

マネックス証券　株式会社　  東京都千代田区丸の内１丁目11番１号　 366 3.60

ビ－ビ－エイチ　フオ－　フイデリ

テイ－　ロ－プライス　ストツク　

フアンド（株式会社三菱東京ＵＦ

Ｊ銀行）

 ４０　ＷＡＴＥＲ　ＳＴＲＥＥＴ，ＢＯ

 ＳＴＯＮ　ＭＡ　０２１０９　Ｕ.Ｓ.Ａ．

（東京都千代田区丸の内２丁目７番１号）　

335 3.30

袴田　義一  浜松市東区 290 2.80

内山　弘毅  浜松市東区 219 2.10

遠藤　宏  茨城県小美玉市 164 1.60

計 － 6,505 63.40
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     　1,900 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　10,257,600 102,576 ―

単元未満株式 普通株式       1,000 ― ―

発行済株式総数 10,260,500 ― ―

総株主の議決権 ― 102,576 ―

 

②【自己株式等】

 平成23年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社

雑貨屋ブルドッグ

静岡県浜松市浜北

区平口5228番地
1,900 ― 1,900 0.02

計 ― 1,900 ― 1,900 0.02

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年９月 10月 11月 12月 平成23年１月 ２月

最高（円） 199 195 219 228 242 234

最低（円） 168 169 169 186 206 208

　（注）最高・最低株価は平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、そ

れ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年12月１日から平成22年２月28日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年９月１日から平成22年２月28日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年12月１日から平成23年２月28日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年９月１日から

平成23年２月28日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年12月１日から平

成22年２月28日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年９月１日から平成22年２月28日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年12月１日から平成23年２月28日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年９月１日から平成23年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,545,995 6,234,589

受取手形及び売掛金 107,060 112,624

有価証券 － 1,000,000

商品 6,906,278 6,323,826

その他 480,893 510,380

貸倒引当金 △293 △1,224

流動資産合計 14,039,934 14,180,197

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 1,340,968

※
 1,361,993

その他（純額） ※
 1,541,166

※
 1,583,884

有形固定資産合計 2,882,135 2,945,878

無形固定資産 29,514 34,571

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,568,858 1,767,107

その他 101,619 232,025

貸倒引当金 △25,272 △17,870

投資その他の資産合計 1,645,205 1,981,262

固定資産合計 4,556,855 4,961,712

資産合計 18,596,790 19,141,909

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 747,328 816,725

短期借入金 700,000 700,000

1年内返済予定の長期借入金 1,756,024 1,691,884

未払法人税等 71,485 55,807

賞与引当金 12,201 －

資産除去債務 8,660 －

その他 392,209 570,267

流動負債合計 3,687,908 3,834,684

固定負債

長期借入金 2,483,291 3,367,323

退職給付引当金 148,593 147,049

役員退職慰労引当金 90,465 87,106

資産除去債務 278,981 －

その他 255,954 246,170

固定負債合計 3,257,286 3,847,649

負債合計 6,945,194 7,682,333
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,066,567 2,066,567

資本剰余金 2,432,864 2,432,864

利益剰余金 7,155,209 6,963,355

自己株式 △1,170 △1,170

株主資本合計 11,653,471 11,461,617

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,876 △2,041

評価・換算差額等合計 △1,876 △2,041

純資産合計 11,651,595 11,459,575

負債純資産合計 18,596,790 19,141,909
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成22年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成23年２月28日)

売上高 ※1
 8,728,406

※1
 6,910,331

売上原価 4,433,784 3,218,456

売上総利益 4,294,621 3,691,875

販売費及び一般管理費 ※2
 4,120,075

※2
 3,131,092

営業利益 174,546 560,782

営業外収益

受取利息 3,001 7,541

受取配当金 137 68

受取賃貸料 30,345 32,634

その他 12,271 14,562

営業外収益合計 45,755 54,806

営業外費用

支払利息 44,841 42,133

為替差損 18,993 39,878

賃貸収入原価 25,179 26,403

デリバティブ評価損 25,040 6,954

その他 5,484 430

営業外費用合計 119,539 115,800

経常利益 100,762 499,788

特別利益

賞与引当金戻入額 21,615 －

補助金収入 6,230 1,906

過年度損益修正益 － ※3
 15,771

特別利益合計 27,846 17,677

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 241,609

減損損失 7,409 －

固定資産除却損 12,647 －

賃貸借契約解約損 － 499

特別損失合計 20,057 242,109

税金等調整前四半期純利益 108,550 275,356

法人税、住民税及び事業税 108,055 69,351

法人税等調整額 △35,091 14,151

法人税等合計 72,964 83,502

四半期純利益 35,586 191,854

EDINET提出書類

株式会社雑貨屋ブルドッグ(E03438)

四半期報告書

16/29



【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年２月28日)

売上高 ※1
 5,043,836

※1
 4,014,228

売上原価 2,616,673 1,934,112

売上総利益 2,427,163 2,080,115

販売費及び一般管理費 ※2
 2,087,625

※2
 1,558,111

営業利益 339,537 522,004

営業外収益

受取利息 1,657 1,942

受取配当金 104 31

受取賃貸料 14,396 17,574

デリバティブ評価益 60,761 －

その他 6,611 4,750

営業外収益合計 83,532 24,299

営業外費用

支払利息 22,754 20,424

為替差損 240 22,232

賃貸収入原価 11,559 12,774

デリバティブ評価損 － 16,123

その他 4,249 304

営業外費用合計 38,803 71,859

経常利益 384,266 474,444

特別利益

補助金収入 3,477 1,906

特別利益合計 3,477 1,906

特別損失

減損損失 7,409 －

固定資産除却損 12,647 －

特別損失合計 20,057 －

税金等調整前四半期純利益 367,685 476,351

法人税、住民税及び事業税 74,662 36,505

法人税等調整額 78,949 △46,566

法人税等合計 153,611 △10,060

四半期純利益 214,074 486,412
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成22年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成23年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 108,550 275,356

減価償却費 253,768 135,195

減損損失 7,409 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 241,609

株式交付費償却 704 －

補助金収入 － △1,906

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,976 6,472

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,997 12,201

退職給付引当金の増減額（△は減少） 93 1,544

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △160 3,358

受取利息及び受取配当金 △3,138 △7,609

支払利息 44,841 42,133

為替差損益（△は益） 2,960 2,069

デリバティブ評価損益（△は益） 25,040 6,954

有形固定資産除却損 12,647 －

売上債権の増減額（△は増加） 13,929 5,564

たな卸資産の増減額（△は増加） 237,254 △582,396

仕入債務の増減額（△は減少） 348,745 △62,205

未払消費税等の増減額（△は減少） △148,522 15,501

未収消費税等の増減額（△は増加） △23,530 82,515

その他の流動資産の増減額（△は増加） 31,793 53,640

その他の流動負債の増減額（△は減少） △34,479 △208,006

その他 1,634 8,567

小計 883,523 30,559

利息及び配当金の受取額 3,138 7,609

利息の支払額 △43,130 △40,518

補助金の受取額 － 1,906

保険金の受取額 68 2,645

法人税等の支払額 △154,585 △40,339

営業活動によるキャッシュ・フロー 689,013 △38,136
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成22年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成23年２月28日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △52,212 △3,000,209

定期預金の払戻による収入 50,144 2,000,000

有価証券の償還による収入 － 1,000,000

有形固定資産の取得による支出 △24,464 △2,880

有形固定資産の除却による支出 － △13,387

無形固定資産の取得による支出 △900 －

投資有価証券の取得による支出 △371 △291

敷金及び保証金の差入による支出 △26,015 △9,700

敷金及び保証金の回収による収入 85,025 197,948

その他 △4,419 △185

投資活動によるキャッシュ・フロー 26,786 171,295

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 500,000 －

長期借入金の返済による支出 △591,541 △819,892

配当金の支払額 △128,232 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △219,773 △819,892

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 496,009 △686,734

現金及び現金同等物の期首残高 5,409,012 4,114,088

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,905,022

※
 3,427,354
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　当第２四半期連結累計期間

（自　平成22年９月１日　

    至　平成23年２月28日）　

会計処理基準に関する事項の

変更

　

　資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益がそれぞれ1,675千円増加

し、税金等調整前四半期純利益は239,934千円減少しております。また、当会計基準等の適用

開始による資産除去債務の変動額は294,269千円であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方

法

　繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、

前連結会計年度の決算において使用した将来の業績予測を使用しておりま

す。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年２月28日）

前連結会計年度末
（平成22年８月31日）

　※　有形固定資産の減価償却累計額は5,546,856千円であ

　　ります。

　※　有形固定資産の減価償却累計額は5,374,159千円であ

　　ります。
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（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

 ※1　当社グループの売上高は、クリスマス・年末年始を迎

える第２四半期連結会計期間に需要が高まるため、

通常、第２四半期連結会計期間の売上高が他の四半

期連結会計期間における売上高に比べて高くなる傾

向にあります。

 

※1　　　　　　　　　　同左 

 ※2　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費       52,738千円

給料手当 1,375,064

賞与引当金繰入額 23,502

退職給付費用 6,839

役員退職慰労引当金繰入額 3,306

賃借料 1,498,075

減価償却費 251,404

消耗品・修繕費 103,553

水道光熱費 389,783

貸倒引当金繰入 8,641

 

 ※2　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費       68,524千円

給料手当 1,040,783

賞与引当金繰入額 12,201

退職給付費用 4,368

役員退職慰労引当金繰入額 3,358

賃借料 1,114,814

減価償却費 132,867

消耗品・修繕費 75,333

水道光熱費 320,576

貸倒引当金繰入 7,571

 

　　　　　　　　――――――――――

　

 ※3　過年度損益修正益の内訳

　　　未払事業所税確定納付差額　　　　　15,771千円　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

 ※1　当社グループの売上高は、クリスマス・年末年始を迎

える第２四半期連結会計期間に需要が高まるため、

通常、第２四半期連結会計期間の売上高が他の四半

期連結会計期間における売上高に比べて高くなる傾

向にあります。

 

※1　                 　同左

 ※2　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費       45,064千円

給料手当 686,732

賞与引当金繰入額 23,502

退職給付費用 2,587

役員退職慰労引当金繰入額 1,666

賃借料 750,820

減価償却費 126,754

消耗品・修繕費 51,398

水道光熱費 189,366

貸倒引当金繰入 4,395

 

 ※2　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費       61,521千円

給料手当 508,160

賞与引当金繰入額 12,201

退職給付費用 3,262

役員退職慰労引当金繰入額 1,798

賃借料 545,460

減価償却費 66,482

消耗品・修繕費 41,327

水道光熱費 145,476

貸倒引当金繰入 5,221
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年２月28日現在） 

 （千円）

現金及び預金勘定 6,029,024

預入期間が３か月を超える定期預金 △124,001

現金及び現金同等物 5,905,022

 

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成23年２月28日現在） 

 （千円）

現金及び預金勘定 6,545,995

預入期間が３か月を超える定期預金 △3,118,641

現金及び現金同等物 3,427,354
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年２月28日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年９月１日　至　

平成23年２月28日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 10,260,500株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 1,925株

　

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

  前第２四半期連結会計期間（自　平成21年12月１日　至　平成22年２月28日）及び前第２四半期連結累計期間

（自　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日）において、当社グループはファッション雑貨の販売等という同

一セグメントに属する事業を営んでおり、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

        前第２四半期連結会計期間（自平成21年12月１日　至平成22年２月28日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成21年９月１日　至平成22年２月28日）において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要

な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　　　前第２四半期連結会計期間（自平成21年12月１日　至平成22年２月28日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年９月１日　至平成22年２月28日）において、海外売上高がないため該当事項はありません。

　

【セグメント情報】

　　　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年９月１日　至　平成23年２月28日）及び当第２四半期連結会計期間（自

　平成22年12月１日　至　平成23年２月28日）

　　　当社グループの報告セグメントは、小売事業及び卸売事業でありますが、卸売事業の全セグメントに占める割合

が僅少であり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しております。

　　

　　　　　（追加情報）

　　　第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

　　21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

　　20号　平成20年３月21日）を適用しております。
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（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年２月28日）

　対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の

末日に比べて著しい変動が認められます。

対象物の種類 取引の種類 契約額等（千円） 時価（千円） 評価損益（千円）

通貨 クーポンスワップ 8,759,000 △217,619 △217,619

合計　 8,759,000 △217,619 △217,619

 （注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年２月28日）

前連結会計年度末
（平成22年８月31日）

１株当たり純資産額 1,135.79円 １株当たり純資産額 1,117.07円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 3.46円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 18.70円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

四半期純利益（千円） 35,586 191,854

普通株主に帰属しない金額（千円）     －     －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 35,586 191,854

期中平均株式数（千株） 10,258 10,258

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 20.86円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 47.41円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

四半期純利益（千円） 214,074 486,412

普通株主に帰属しない金額（千円）     －     －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 214,074 486,412

期中平均株式数（千株） 10,258 10,258

（重要な後発事象）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

　

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災により、当社は太平洋沿岸地域の店舗を中心として、一部建物及び商品等

の損傷、損壊等の被害が生じております。また、関東地方の停電等の予定などから下期の業績見込みに影響を及ぼすこ

とが想定されます。なお、この地震における損害及び業績に与える影響につきましては、現時点では算定が困難であり

ます。

EDINET提出書類

株式会社雑貨屋ブルドッグ(E03438)

四半期報告書

25/29



２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社雑貨屋ブルドッグ(E03438)

四半期報告書

27/29



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   

   　　平成22年４月７日

株式会社雑貨屋ブルドッグ   

 

　取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 服　部　則　夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内　山　隆　夫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社雑貨屋ブル

ドッグの平成21年９月１日から平成22年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年12月１日から

平成22年２月28日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年９月１日から平成22年２月28日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社雑貨屋ブルドッグ及び連結子会社の平成22年２月28日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　   

   　平成23年４月11日

株式会社雑貨屋ブルドッグ   

　取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 服　部　則　夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内　山　隆　夫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社雑貨屋ブル

ドッグの平成22年９月１日から平成23年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年12月１日から

平成23年２月28日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年９月１日から平成23年２月28日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社雑貨屋ブルドッグ及び連結子会社の平成23年２月28日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

追記情報 

１. 四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期連結会

計期間から「資産除去債務に関する会計基準」を適用しているため、この会計基準により四半期連結財務諸表を作成して

いる。　

２.重要な後発事象に、平成23年３月11日に発生した東日本大震災及び関東地方の停電等による影響が記載されている。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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